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昭和４６年（1971）９月１日に当時の東葛飾

郡鎌ケ谷町が市制を施行して「鎌ケ谷市」とな

ってから、今年で５０周年にあたります。郷土

資料館では、この記念行事の一つとして『ＫＡ

ＭＡＧＡＹＡ １９７１～市になったころの鎌

ケ谷～』をテーマに企画展を開催中です。 

 今回の展示では、昭和３０年代から市の広報

担当が撮影し、近年郷土資料館へ移管された数

多くの写真の内、昭和４６年に撮影した約５，

４００枚から精選したものをパネルにして紹介

しています。またこれに加えて、同じく郷土資

料館に移管された市の歴史公文書や長年の調査

によって確認された個人・団体作成の歴史資料

も展示しています。会期も残すところあと 1ヶ

月半、お早めにお越しください。  

会期 １２月２６日（日）まで。ただし、毎週

月曜日と１１月２３日（火）は休館します 

開館時間 午前９時～午後５時（入館は午後４

時４５分までにお願いします） 

会場 郷土資料館２階展示室 

展示内容 

《Ⅰ 画像で見る！》 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５０年前の鎌ケ谷へタイムスリップ 

１．カラー写真で見る１９７１年の鎌ケ谷 

市制施行／小・中学校／幼稚園・保育園／施    

設／駅／出来事と景観 

２．待望の市制施行 

３．昔の選挙風景 

４．役場と議会 

５．市域の施設 

６．１９７１年の出来事 

７．昭和の景観 

８．学び舎の記憶 

９．鎌ケ谷に県立高校が誕生した！ 

10．空から見た半世紀前の鎌ケ谷 

《Ⅱ 歴史資料で知る！》 

１．昭和４６年の鎌ケ谷市歴史公文書 

２．５０年前作成され伝わった諸家文書と団体

文書 

目次 

○令和３年度企画展・収蔵資料展示

vol.21好評開催中 ……………１～２ 

○郷土資料館この一品･番外編 ………２ 

〇資料館セミナーを開催………………３ 

○史料整理の現場から⑥………………４ 

 

～市になったころの鎌ケ谷～好評開催中 

令和３年度企画展/市制施行５０周年記念 
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郷土資料館では、所蔵している歴史・民俗資

料の原本を、テーマに即してご紹介する「収蔵

資料展示」を随時行っています。現在は、開催

中の企画展「ＫＡＭＡＧＡＹＡ １９７１～市に

なったころの鎌ケ谷～」の関連企画として、収

蔵資料展示 vol.21「１９７１年を学べる歴史資

料いろいろ」を、１階常設展示室で開催してい

ます。 

 鎌ケ谷が町から市になった昭和４６年（1971）、

日本は高度経済成長時代の末期でした。依然と

して高い経済成長率が続いていましたが、様々

な矛盾も表面化しつつありました。今回の展示

では、そんな半世紀前の社会の様子を今に伝え

てくれる歴史資料を見ることができます。 

 主な展示物は次のとおりです。まず、この年

にリリースされたＥＰ盤（ドーナツ盤）レコー 

 

郷土資料館この一品・番外編

キンモクセイ（市指定文化財） 

今回は資料館内の資料ではなく、市指定文 

化財の中でも数少ない天然記念物を番外編と 

して紹介します。 

キンモクセイは昭和４５年１１月３０日に 

公募により鎌ケ谷町（市）の木となりました。 

市制施行時には市の木として無料配布してお 

り、現在開催中の「ＫＡＭＡＧＡＹＡ １９７ 

１～鎌ケ谷が市になったころ～」では苗木を 

配布している写真を展示しています。 

キンモクセイは常緑広葉樹で、９月下旬か 

ら１０月上旬にかけてオレンジ色の小花をい 

っぱい咲かせるとともに、特徴のある強い甘 

い香りを放ちます。１０月中旬に２回目の開 

花をすることもあり、今年も２度の開花があ 

ったようです（今年の開花は終了しました）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半世紀前の社会の様子を伝える歴史資料 

ドのジャケットを展示しています。あなたの記

憶にある、５０年前にヒットしたポップス、フ

ォークソング、アイドルソングなどが並んでい

ます。また、前年の１９７０年から翌年の１９

７２に発行された切手も展示しました。万国博

覧会、昭和天皇の訪欧、札幌冬季オリンピック

などの記念切手が見られます。さらには、同じ

３年間にアメリカ統治下の沖縄で発行された、

珍しい「沖縄切手（琉球切手）」もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市指定文化財のキンモクセイの大木 

市の指定文化財となっているものは粟野にあ 

ります。『鎌ケ谷市史』別巻２（自然）で地上１．

３mの幹の直径が５７㎝あることが確認され 

ています。市内で最も大きいキンモクセイで 

あり、道路からでも十分にその大きさを感じ 

ることができます。 

※このキンモクセイは個人宅の敷地内にあ 

るので、近くに行くことはできません。 

節度ある見学をお願いします。 

 

－収蔵資料展示 vol.21も開催中－ 
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◇郷土資料館セミナーを開催 

 

そのほか、少年漫画雑誌、千葉テレビ開局時

のパンフレット、三里塚闘争のビラ、千葉ニュ

ータウン関連パンフレットといった時代をあら

わす資料も展示しました。一般には歴史資料と

は思われていないものもありますが、現代史の

資料は大変幅広いことを知っていただければ幸

いです。 

 来年１月末ころまで展示していますので、ご

来館の節はぜひご覧ください。  

 

 

 

 

千葉県北西部に位置する東葛飾地方。その歴

史を学ぶシリーズも最終年となりました。今回

は、明治・大正・昭和の各時代の興味深いトピ

ックスについて、４回シリーズで専門の研究者

の方からお話ししていただきます。最も年代に

よる変化が大きかった近・現代の東葛地方で、

どのような歴史模様が展開していたのでしょう

か。 

対象 市内在住・在勤・在学の方 

日程・内容・講師 

 ①１２月５日（日）・「明治前期の木下街道（仮

題）」・村越博茂さん（木下まち育て塾副会

長） 

 ②１２月１２日（日）・「常盤平団地６０年の

生活史（仮題）」・青木俊也さん（松戸市立

博物館学芸員） 

 ③１月７日（金）・「鈴木初五郎の家族の日露

戦争（仮題）」・鳥塚義和さん（柏市市史編

さん委員会参与） 

 ④１月９日（日）・「普選はじめて物語～千葉

県第１区東葛飾郡を中心に～(仮題)」・車田

忠継さん（二松学舎大学附属高等学校教諭） 

時間 いずれの回も午後２時～４時 

会場 図書館３階集会室 

定員 各回２５名（１回のみの受講も可。応募

者多数の場合は抽選） 

申し込み １１月１６日（火）から２５日（木） 

 

おむつ替え・授乳スペース 

ご用意しました！ 

 

このほど郷土資料館では、乳幼児をお連 

れのお客様のために、簡易ではありますが 

おむつ替えや授乳ができるスペースをご用 

意しました。 

ご利用される方は、事務室までお気軽に 

お声がけください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

までに郷土資料館☎４４５－１０３０へ 

  （抽選結果は２８日（日）までに連絡） 

その他 

 ◎新型コロナウィルスの蔓延状況により、セ

ミナーの開催を中止する場合もあります。

ご承知おきください。 

◎新型コロナウィルス蔓延防止のため、当日

はマスクを着用し、受付で検温・手指消毒

を行ってください。また、次の方は受付済

みであっても入場をお断りさせていただき  

ます。ご了承ください。 

 ①平熱より１℃以上高い熱がある方。また、

咳やだるさ、息苦しさなどの症状がある

方。 

 ②一緒に暮らしている人に発熱や風邪の諸

症状が認められる方。 

 ③過去２週間以内に海外のコロナウィルス

流行地へ赴いた方。 

   ④過去２週間以内に、新型コロナウィルス

感染者と濃厚接触の可能性があった方。 
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中
なか

野
の

牧
まき

付
つき

の村々が中野牧・下
しも

野
の

牧・印
いん

西
ざい

牧の

野
の

馬
ま

捕
どり

人
にん

足
そく

を長年にわたり勤めていた一方で、

いつ頃からか人足を務めなくなっていた「手
て

明
あ

き」の村が牧場
ま き ば

周辺には多くありました。これ

は享
きょう

保
ほう

期（1716～1736）以前の牧場内の新田開

発等によって村と牧場との位置関係に変化が生

じたことが一つの原因ではないかと思われます

が、詳しい理由はわかっていません。 

寛
かん

政
せい

12年（1800）～文
ぶん

政
せい

11年（1828）の間に

は、中野牧付の村から金
かね

ヶ
が

作
さく

役所（陣屋）や勘

定奉行所等に宛てて、人足軽減を求める願書が

何通も作成され、それに付随して牧絵図も描か

れました。願書では、中野牧付の村は下野牧付・

印西牧付の村と同様に中野牧内に限り人足を勤

めるようにして、両牧への人足をこれら手明き

の村々に差し替えるか、下野・印西牧付の村に

も中野牧付の村々と同様に、各牧へ追加の人足

を勤めさせてほしい旨を訴えています。 

享保期以降に進められた牧場内の新田開発は、

開発を願い出た周辺の村が牧地の分譲を受け

（「請
うけ

所
しょ

」や「請
うけ

地
ち

」といい、市内では現在でも

通称地名として残る所があります）、多くは野馬

の立ち入りが可能な「野
の

馬
ま

入
いり

」の林
はやし

畑
ばた

（一般に

少ない年貢負担で、楢
なら

や椚
くぬぎ

などの雑木を植えて

薪
まき

を切り出す土地）として利用されました。し

かし、所々を仕切土手で囲むことから牧場が狭

くなり、寒暑の凌
しの

ぎに野馬が御
お

林
はやし

（幕府や諸藩

の直轄林）へ入ることもできず、元来広々とし

た野で出生する野馬が「疲衰
ひ す い

」して斃
へい

馬
ば

（死亡

した馬）が多くなってしまったようです。その

後、野馬入りの場所を増やしていくなどして生

育に適した環境が整えられていく一方、牧場を 

 

 

 

 

現場で維持・管理する村々の負担は、より大き

くなっていったと考えられます。 

牧付村のうち、とくに牧場と直に接している

野
の

付
つき

村には、毎年の野馬捕と、それに伴う土手

の普
ふ

請
しん

（修覆・築造工事）等のほかに、毎日２

人ずつの野廻り（牧場内の見回り）、病馬の引取

りと養育、斃馬の埋葬処理、野馬が村内に入り

込んでしまう「内
うち

入
いり

」への対策、といった日々

の役割がありました。また、牧場に関する御用

以外にも、街道の宿場周辺の村では道中の助
すけ

郷
ごう

(人馬の提供）、川沿いの村では川
かわ

除
よけ

普請(河川の

浚
しゅん

渫
せつ

・堤防工事）、鷹
たか

場
ば

（江戸からほぼ５～１０

里の地域に設定された、鷹
たか

狩
がり

および鷹の飼養・

訓練の場所）の村では将軍家や水
み

戸
と

家の鷹場御

用、といった役を負担していました。 

一連の願書が出された背景の一つには、野付

村では内入りを防ぐための野
の

馬
ま

除
よけ

土手の修復が

行き届かず、野馬に作物を荒らされ、また、牧

場以外の御用負担がかさむことからも村が困窮

し、農地が手
て

余
あまり

地
ち

（耕作放棄による荒地）とな

ってしまう、といった事情がありました。そこ

で土手修覆の人足の助力として、また村の存続

のため、野馬捕人足の免除を願い出た結果、一

時的には人足軽減等の処置もなされたようです

が、実際に村が退転
たいてん

（居住地から立ち退くこと）

などしない限り、年来勤め続けてきた御
ご

用
よう

を免

除することは許されなかったようです。 

今日まで残された１枚の牧絵図は、市域では

ほかに関係する史料が見あたらないものでした。

この一つの史料から得られる情報は、ごく限ら

れたものであるかもしれません。けれども、関

係する近隣の史料を見てみることで、市域との

つながりや新たな発見を得られることもありま

す。史料の整理にあたっては、現存する様々な

史料との関連性にも気づくことができるよう、

心がけたいと思っています。 

 

 

 

 

【史料整理の現場から⑥】 
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